
Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政 学会誌　Vo1．47　No．　ll　 1｛〕65〜1071 〔1996）

国際比較か らみ た わが 国の 食料消費の 特徴

堤 伸　 子

〔鳥取大学教育学部）

平 成 7 隼10月 18 日 受理

The 　Characteristics　of　Japanese 　Food 　Consumption

　　　 ill　Terms 　of 　lnternational　Comparison

Nobuko 　TsuTsuMl

勘 f 置‘’  of 　Educat’on ，　TottOri〔ノnive 厂siり
，，　Torro厂’680

　Th 主s　paper　aims 　to　clarify 　whether 　the　Japanese　pattern 　of 　food　consumption 　is　inherent 　ln　Japan 　or

eommon 　to　o ヒher　parts　of 　East　Asia、　The 　regression 　analysis 　and 　the　cluster 　allalysis 聰 re 　employed 　tn
thiS　Sutdy ．

　The 　major 　fmdings　are 　as 　follows；

　 The 　 relation 　 between　 the　 sLarch 　 rate　 of　total　 calories 　 and 　 the　 natlo 】ial　 income　 per　 caplta 　 of

respeetive　countries 　under 　study ，　i．e．，　Japan，the　Republic　Qf 　Korea　and 　Taiw琶 n ，　are 　clearly 　different，

　The 　eluster 　 analysis 　 of　the　rood　consumption 　pattern　sho 鴨 that　Japan　and 　the　Republic　 of 　Korea

may 　be　considered 　to　bdong　to　the　same 　cluster．　The 　fo（）d　collsuMptiOII　pattern　of 　t．he　two　countries ，
however，　is　far　from　identical、

　The 　findings　show 　that　the　fDod ｛℃ nsumption 　behavjor　of 　Japan　is　similar 　to しhat　in　other 　areas 　of

East　Asia　and しhat　each 　area 　has　its　o“ Tl　chaJacterist ．i（コ Pattern．

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 （Received　October　18，1995 ）
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　 1．緒　 　言

　世界各国 に は，それ ぞ れ の 国 の 自然風
．
ヒ，社会的風

土 に適 した農業生 産を基礎と し て，国民の体格 ・体位，

所得水準，宗教上 の 制約 ，栄養知識な どが 関係 し合い

なが ら，長 い 年月をか け て 形成 して きた独自の 食文化

がある．加 えて ， 食料 ・農業生産 の 状況 や 食料品 の 輸

入状況な どの 食料供給体制，その 他 の 状況 に よっ て 食

料消費が特徴 づ け ら れ る，しか し，各国の 栄養水準お

よび食品構成 の 現状 をみ ると， 共通 して ， 経済の 発展

と食料消費の 間に は，次 に示す関係がみ られる
1，”11 ．

す な わ ち，低栄養水準の 国 に お い て，経済 が 発展 し，

所得水準が ヒ昇す る と，まず，健康 の 維持，増進 の た

め に 摂取 され る 総熱量が 増 加す る．総熱量 が あ る 程度

の 水準 に 達 す る と，増 加 の 進行 が 鈍化 し，や が て 飽和

水準に到達す る．一
方，食品構成 は で ん ぷ ん質食品 か

ら動物性食品に 移行して い く．こ れは．
．一
定の 熱量 を

摂取す る の に，米や小麦等の穀類，い も類 とい っ た で

ん ぷ ん質食品で 構成す る と安価 で ある が，動物性食品

で 構成 し ようとす る と高価に な る ため ，所得水準が 低

い 間は ，摂取す る 熱量の 多くをで ん ぷ ん 質食品 に依存

する こ とに な る からで あ る．

　わ が国 の 食料消費 も，戦後，同様 の 経路 を経 て 経済

の 発展 と と もに 変化して きた が，同
一

時点 に おける 国

際比較 で は，所得水準 の 高さの わ りに 総熱量が著 しく

少ない うえ，食品構成 に おい て はで ん ぷ ん 質食品の比

率 が 高 く，PFC 熱 量比 も適 止範 囲にあ り，現在 の わ

が 国の 食料消費は，供給
’1
熱量 が 多く脂肪 が 過剰摂取

の 状態 に あ る 先進国の 中 で は 特 異性 を示す もの で あ る ，

以 ヒの よ う に
，

わ が 国 の 食料消 費は 国際的 に み て 欧 米

先進国 と は 異な り，「日本型 食生 活」 と呼ば れ る 独 自
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の パ ターン を形成して い る もの と され て い る．

　こ れ まで の 食料消費の 国際比較の研究に お い て ，日

本型食生活 と呼 ば れ る 食料消費パ タ
ー

ン が わが 国独自

の もの か とい うこ と よ りも，栄養的観点や 食料の 安定

確保 の 観点か ら，い か に して 日本型食生活を維持 して

い くべ きか
‘ ら ．

とい う こ とへ 関心が集 まっ て い た．し

か し
， 最近 の 研究 で は ，経済発展の 段階が最も進ん で

い る日本 に 追随す るかたちで 韓国 と台湾の 食料消費が

変化 して お り，わが 国 と韓国 と台湾の 食料消費の 類似

性が高い こ とが明 らかにな っ て い る
7fi 　．／

．また，こ れ

まで 凵本型食生活 の 特徴 とみ られて い た もの が，同じ

よ う な 自然的 ・文化的条件 に あ る 韓国と台湾も含め て

わ が 国近隣 の 東 ア ジ ア の 国 ・地域 の 食料消費に 共通 し

た特徴で ある とい う分析結 果
L同 と1

もで て きて い る．そ

こ で，本 研 究 で は ，先 述 した 食料消費 に 関す る 現象を

計量的に 明ら か に す る た め に ，統計的手法 を用 い て
，

国際比較か らみ た わ が 国 の 食料消費の 特徴が固有 の も

の か，あるい は 冂 本 の 近隣の 東ア ジア地域 に共通 して

み られる特徴で あ る の か に つ い て検討す る．

　 2．回帰分析 を用 い た栄養消費の 国際比較

　（D　分析方法 と資料

　国民所得 と栄 養面か らみ た食料消費の 関係式を求め ，

その 中 で わ が 国 と近接す る韓国お よ び台湾の 東ア ジ ア

3 国の 国際的な位置づ け を明ら か に し，日本の 食料消

費の 特徴がわが 国固有の もの か ，ある い は こ れ ら の 諸

国 に 共通 して み られ る特徴 で あるかを明らか に す る こ

と と す る．分析 方法 は ，以
．
ドに 示す と お りで あ る が，

こ れ は 参考文献
“

の 中 で 筆者が 行 っ た 分析 を，対象 に

台湾を加えて発展 させ た もの で あ る．

　 1，緒言で 述べ た よ うに，国民所得が上昇 と と もに

総熱量 は増加す る が ，次第 に 増加率は逓減す る と考 え

ら れ る の で ，国民所得 と 総熱量 との 関係式 に は （1）

式に 示す両対数型 モ デ ル を採 用す る．一一
方，で ん ぷ ん

質率 （総熱量 に 対 して で ん ぷ ん 質食品か ら摂 取 され る

熱 量の 比率）は国民所得の 上 昇とともに低 下す る が ，

次 第 に 低下率 は 逓減 して い くと考え ら れ る の で ，国民

所得とで ん ぷ ん 質率 の 関係式 に は （2）式 に 示す 両 対

数型 モ デ ル を採用す る．〔1）式 と （2）式 を基本 モ デ

ル と して検討 した 結果，最終 的 に は ，国民所得と総熱

’：

食料 の 消費量や 栄養單：の 計測 に は 供給量 に もと つ く

　場合 と摂取量に もとつ く場合が あ る，両者 の 差は t
　 と して廃棄量 で あ る．本研究 で は，供給 量に もとつ

　 く．

量 との 関係に つ い て は 日本を除 い た国 々 を対象として

推計 し直し，国民所得 とでんぷん質率との関係に つ い

て は （3）式 に 示す よ う に 日本近隣 の 東ア ジ ア 3 国 に

関す る ダ ミ
ー

変数 を取 り人れた モ デ ル に改良 して推計

し直 し た結果 を採用 した．こ の 経緯 に つ い て は，（Z）

計測結果 と考察 の 中 で 述 べ る．C は 国民 1 人 1 日当た

り総熱量 （kcat），　 S は で ん ぷ ん質率，γ は年間 ユ人当

た り国民所得 （米 ドル ）で ある．D は 日本，韓国，台

湾の 東 ア ジア 3 国を 1，そ の 他の 国 々 を 0 とす る ダ ミ

一変数で ある． α 。．1， t9　f，　
．：，

べ きパ ラ メ
ータで あ る．

　　　 log　c＝α u 十 α ilo9 γ

　　　 log　S＝i30 十
J
？110g ｝

ノ

お よび γ n 　／は推定す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔1＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔2）

　　　　lo95 ＝

γo 十
γ Llog γ十

γ ，
・D 　　　　　　（3）

　分析に 用 い た デ ータ ・ソ ース は，国連食料農業機関

「L要国食料需給表 （1991年版）1，Food　Bureau，
Taiwan　 Provincial　 Government，　 Republic　 of 　 Ghina
“Taiwan　Food　 Statistics　Book（1993年）

”
，総務庁統 計

局 r国際統 計要 覧 （各年版）』，お よ び行政 院 i”，計 處

f巾華民 国統計 月報 （1994年 4 月版）」 で あ る．1984

年 か ら 1986 年の 3 か年 の 平均値の デ ータ を用 い た が，

こ れ は，1995年 10 月現 在，分析 に 必要 な各国の デ
ー

タ が統一
して 得 られ る 最 新の もの で あ る．な お ，デ

ー

タ ・ソ ース に よっ て 用 い られる熱量の換算係数が異な

っ て い るの で ，国連食料農業機関の データ に 統合す る

た め に，台湾の 総熱量 お よ び で ん ぷ ん質率は，台湾 の

国民 1人 1 日当た りの 食品別消費量 に国連食料農業機

関 の 熱量 換算係数を 乗 じて 求 め た もの で あ る．

　分 析 の 対 象 国は，東 ア ジ ア 3 国 （日本，韓国，台湾〉

と国際比較 で は よ く用 い ら れ る 国 々 で あるオ
ー

ス トラ

リア，ブ ラ ジ ル ，カ ナ ダ，デ ン マ
ー

ク，フ ラ ン ス ，旧

西 ドイツ ，イン ド，イ タ リア ，オ ラ ン ダ
，

ニ ュ
ージー

ラ ン ド，パ キ ス タ ン，フ ィ リピン ，ス ウ ェ
ー

デ ン ，ス

イ ス ，英国 ， 米国 の 計 19か国 と した、

　  　計測結果と考察

　 Il本を含めた 19か国す べ て を対象国 と して （1）式

を推 計 した 結 果 は，以 下 に示す とお りで あ る．か っ こ

内 の 数 値 は 標準誤差 ，
Rttは 自由度修正済み 決定係数

を示す．’

は t 検定で 1 ％ 水 準 で 有意 な結果 で あ る こ

とを示す．1984−1986 年平均 の 実測値は図 ユに点で 示

す が，わ が 国 の み が 国民所得の 大 きさの わ りに総熱量

が 少ない た め ，わが国の 残差が最も大きくこ の モ デ ル

の 適合度を ドげ て い る よ うに み え る，

16 （1066｝
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3、6003
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，4003

．3003
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（3．100E
，1
　 3，（ 
瑚
　 2， 

　 2．800

　 2，700

　 2，600

　 2．5002

．400

米国

ス

　 　 2，300
　 　 　 　 　

　 　2、200　
　 　 　 　 　

　 　2，100
　　　　 0　　　　　2．  　　　　4．am 　　　　6，  　　　　8，  　　　@10．  　　　　12，  　　　　14．eoo　　　l6．

　　　　　　　　　　　　　　 　　1 人 当たり国民 所得（y）　　　　　　　　　　　 　　 （米 ド

） 　　　　 　　図1 ．1 人当たり国 民所得と総 熱量 の関係（1984−1986 年

均） 国民所得rを独．・：厂：変 数 ，熱量 C を 従 属変 数と
し
た （1 ’） 式 の 推計 結 果 を描 い た もので あ る

点は 実 測値である．原 資料出所〕国連 食 料農 業 機 関 「 主 要 国 食料需給表・ 1991 年版 ］J．Fo （ ）d　Bu

au． Taiwan 　Pro ＞incial　Government 　Republic　of　
China

’ “Taiwan 　Food　S【atistics　 Book 　l　I993 舟 こ ド” ，

務 庁統計 局「 国際統計要覧【各 年 版弓，行 政院並： 計處 「 中華 民岡統計月 報 ll994 年

飼ﾅ ・」． 　 　　　　log〔：
＝
6 ．9880象十

〇
，1222　

@log 　Y 　　　　　　　（O．0953）　　
0 ， 0112 ） 　

　 　　　　　　　

ｲ ＝ 0 ．8681 そこ で ，自由度 修 IF 一 済 み 決 定 係数

値を高めるため に ， （ D 式 の 推 計 か ら日 本 を 除外

ること に し たが， そ の
際
， わが国 は他 の 国々 と同

の回帰 線 ヒに
は
な いとい う仮 説の検 定 ’ をし ， 1

水準で有意で あ るというこ とを確認している．凵

を 除いて 推計 し直した結果は 次 に 示す と おりで，

本も 含 め た 先の結果 より ， 自
由

度 修 正 済み 決 定係

も 高 ま

，モデル の適合度がヒが った． 　　　　log 　C＝6、

53 噌十〇．1274，log　Y 　　　　　　　

0 ． 0680 ） 　 　 （
  ．0080）

@ 　 　　　　 　　　 R∠ ＝0．9367 こ の 推計

果は，図1 で は 実
線

の 曲 線で示してい る ． 国 民所得の

ラメー タは0．1274 で有意 であり， 国 民 所 得のi
X ・ととも に 総熱 量も 増 加す る が， その増 加 率 は

減 し て い く こと が 示 さ れた ． わ か国 が この回帰線

あ ては まら ない の は，図 1 に示 す よ う に ． 国 民所 得

ﾌ 大
き さに比 べ て 総

熱
量 が 少 ないた めであ る ，こ の こ

と が ，国際的に み て， わ が国を 特殊な存 在 と して い る

こ とを統 計 学 的 に示す こ とができ た といって よ いで あ

ろ う ．わ が国 の 総 熱 量 が 国 民 所 得の た き さ の わりに 少

な い と い う 状 況 にな っ た原 因に ，総熱 量 が 飽和 水 準に

近 づいている可能性 が あげられ る ．図1 に示す わ が国

の 国民
所 得

と総 熱 量 の 推移をみ ると，国民所 得 は順調 に上昇’

ｵ ている にもかかわらず．総熱量は1969−1971 年平均で2，710kc

，1979−1981 年平均 で2，792　kcal ， 1984 −

86 年 平均 で2 ，805k

l と， あま り 増 加して い な い こ と か ら推測で きる

　 ま た ，総熱量と 国 民 所得の 関 係 に 限る と， 韓 国と

湾 に ついて は
，
Cl 〕 式の 推計 に おい てわが国の よ

に モデルの 適合度を ． ド げるという こ とも な く ， 国 際

に みて目 ・ ン： っ た特徴は認められず，こ れ ま で

われ て き た ように

わ が国
の みが 特 徴 的 な食 料消 費

を行ってい る
か
のようにみえる． ’

同 時期の円の対
米
ドルレート は，1969− 1971年

356
．56 　円，19

− 1981 年
222

，11 円， 1984 − 1986 年2
． 87 円 　 で，為

レートの変 を考

しても
国
民所 得 は ． ヒ 昇 　 している と い え る．
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　次 に ，（2）式お よ び （3）式の 推計結果 に つ い て 考

察す る．

　以 ドに ・ドす （2）式の 推計結 果をみる．表記法 は，

（1）式 の 場 合と同様で あ る．自由度修 IE済み決定係数

はあまり高い とは 言え な い ．

　　　　 tog∫＝工．27521 − O．2801 ＋ log　y

　　　　　　　 （0．3082＞　　〔0．0362）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ru ＝0，7663

図 2 の 実測値が示す よ うに ，パ ス タ類 の 消費が特 に多

い イ タ リア の で ん ぷ ん 質率が高い こ とを除け ば，日 本，

韓国 と台湾が 国民所得 の 大きさに 比 べ て で ん ぷ ん 質率

が高い 水準に あ り，他の 国々 とは別の 回帰線をあて は

め る べ きで は な い か と考え，東ア ジ ア に 関す る ダ ミー

変数を取り入 れ た （3）式で推計 した．推計結果 を以

下 に 示す，

　 log　5 ＝ 1．1600
＊− 0．2746　t

　log　y 十 〇．4336 嚏 D

　　　　 （0．1737）　　（0，0203＞　　　　　　（0．0702）

　　　　　　　　　Ru ＝0．9266

　自由度修正済み決定係数は （2）式よりも著 しく高

くな り，ダ ミ
ー

変数 を入 れ た こ とに よ りモ デ ル の 適合

度 が非 常 に 高 ま っ た，国民所得の パ ラ メ ータ は

一
〇．2746で，有意な結果で あ っ た ．国民所得の 上昇

と と もに で ん ぷ ん 質率 は 低下す る が，低下 率は逓減す

る と い うこ とを示 して い る．また，東 ア ジア 3 国に関

す る ダ ミー係数は有意で 0，4336 と 正値 を示 した．こ

の 推計結果 は 図 2 に図式化 して 示 し て い る が ，点線で

示す よ うに，日本，韓国，台湾の 東 ア ジ ア 3国は
， 他

の 国 々 とは別の 曲線で描 くこ とが で きる．こ の こ とか

ら，（1）式 の 推計結果 か らで は
，

わ か 国の み が 国際的

に み て特別な位置にある かの ようにみ えるが ， （3）式

の推計結果を合わ せ て考察すると，わが国だけで な く

韓国 と台湾を含めたわが国近隣の 東ア ジ ア 地域が ，他

の 国 々 と は 異なる食料消費を行っ て い る 可能性のある

こ とが示 され た ．

3．ク ラ ス タ
ー

分析 を用 い た食品構成の国際比較

（1） 分析 方法 と資料

先の 総熱量および で ん ぷ ん 質率と国民所得と の 関係

0．75

0．70

0．650

．60

§0・55

懃・．・・

矯 O．45

　 0，40

0、35

0，30

　 0．25
　 　 　

　 　 　
　 0、20
　　　0 　　　　　2．〔mO 　　　4．000　　　6 ，〔ゆ0 　　　8 ，000 　　　10、000　　　12，000　　　14、000　　　16，DOO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 人当た り国民 所得 （y ）　　　　　　　　　　　 （米 ドル ）

　　　　　図 2．．一
人当た り国民所得 とで ん ぷ ん 質率の 関係 （1984−1986年平均）

国民所得 γ と東 ア ジ ア 3 国 に 関 す る ダ ミ
ー

変 数 を独 立 変 数，で んぶ ん 質率 S を従属変数 と した （3）
式 の 推計結果を描い た もの で あ る，点 は 実測 値で あ る．原 資料 出 所 ）国連 食料農業機関 「主 要国食料

受給表 q991 年版）亅，
　 Food　Bureau

，
　Taiwun　Provincial　Government ，　Republic　of 　China 　

“
Taiwan 　Food

Statistics　Book （1993）
”
，総 務 庁統計局 r国際 統 計 要 覧 （各年 版 ）」，行 政 院 主計處 r中華民 国統計月

報 〔1994年 4 月版）亅．
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の 検討 に よ り，わ が国の 食料消費 の み が国際的 にみ て

特別 な存在に あ る の で は な く，韓国お よ び 台湾 を含 め

た 日本 近 隣 の 東ア ジ ア 地 域 の 食料消費が
， 他の 国 々 の

そ れ とは 異な る とい うこ とを示 し た．次 の 分析用具 と

して階層的ク ラ ス ター分析を用 い て， 1 人 1 日当た り

供給食料の 品目構成 か ら食料消費パ ター
ン に よ っ て 各

国 を分類 し，そ の 中で t わが国近隣の 東ア ジ ア 地域 に

おけ る食料消費の 類似性 が どの 程度示 され る か を明 ら

か に して い く，

　以下，分析方法 につ い て 簡単に説明す る．

　 ク ラ ス タ
ー

分析 と は，似 か よ っ た もの を集 め て ク ラ

ス ター
をつ くり，対象を分類す る もの で あ る．対象問

の 非類似度を手が か りに樹形図を作成す る が ，非類似

度，つ まり距離 の 定義の 仕方に い ろ い ろ な方法があ る．

本研究で は，群
’F均法を用い る

la・IS／．

　分析に用い た資料は，国連食料農業機関 『主要国食

料需給表 （1991年版 ）亅 で あ る．対 象国 は 先の 回帰分

析で 用 い た 19か 国か ら台湾を除 く 18か 国 で あ る，台

湾 の 資料は，国連 食料農業機関の それ とは品目分類が

異なる た め ，今回の 分析対象に 台湾 を含め る こ とが で

きな か っ た，ま た
， 変数 ，

つ ま り品 目は，国連食料農

業機 関の 分類 に 従 い ，穀類，で ん ぷ ん 質塊根類，甘味

料，豆類，木 の 実，油糧作物，野菜，果実，刺激性飲

料 ， 香辛料 ，
ア ル コ ー

ル 飲料 ， 食肉 ， 乳 ， 卵，魚 お よ

び海産食品，植物油脂 ，動物油脂の 17項 B とす る．

　（2） 結果と考察

　 ク ラ ス タ リ ン グ した結果を表 1に，そ れ に もと つ い

て作成 し た樹形図を図 3 に示す、

　図 3 に 示す とお り，地 理 的，文化的 に 近い 国 々 が 互

い に 融 合 し合 い ，ク ラ ス ター
を生成す る 結果 に なっ て

い る。

　は じめ に ，ヨ
ーロ ッ パ の 国 々 が 融合 し，次 に 北米の

国々，さ らに オ セ ア ニ ア の 国々 と北米が 融合した後，

欧米が 一つ の ク ラ ス ターを生成 した．こ れ は，欧米が

地 理 的 に も 文化的 に も 近い 関係 に あ る こ との 他 に ，い

ずれ も先進国 で あ り食料消費パ タ ーン に影響 を与える

表 1．各国の 食品構成に 関す る ク ラ ス ター
分析 の 結果

　　　（1984−1986 年平均 ）
141
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1．2
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イ タ リ ア

CL　8

ブ ラ ジ ル

CL 　3CL4

ス ウ ェ
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ー

ジ
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GL は ク ラ ス タ ーの 略 で ，後 の 数字 は ク ラ ス ター
番号 で

あ る．原 資 料 出所 ） 国 連 食料 農 業 機 関 「主要 国 食 料 需給

表 く1991年版 ）」，対 象国 の 食 品 構成 に つ い て ク ラ ス タ

リ ン グ した 結 果で あ る．
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図 3．ク ラ ス タ
ー

分析 の 結果 よ り作成 した樹形図

　　　（1984−1986 年平均）

表 1 に 示す ク ラ ス タ リ ン グ した結果に 基づ き作成 した

樹形 図で あ る，図 中 の 数 字は，表 1 の Number 〔エf　 c］us −

ter で あ る．原 資料 出 所 、 国連 食料 農 業機関 「仁要国 食

料需 給表 （19．　91年 版 ｝』．
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一
因で あ る 経済発展 の 程度が 高い とい う共通点 が あ る

こ とが考え られる．

　
一
方，ア ジ ア の 申で も地理 的 ・文化的に近 い 位置に

あ り，経済発展の 段階も同 じような国々 が融合 しあ っ

て い る．ア ジ ア の 中で は じめ に 融合す る の は
， 南ア ジ

ア に 位置 して 隣接 し合 うイ ン ド とパ キ ス タ ン で あ る．

次 に
， 融合 した の が 日本 と韓 国で あ る．イ ン ドとパ キ

ス タ ン の ク ラ ス タ ーと フ ィ リ ピ ン が融合 し，さ ら に ブ

ラ ジ ル が融合す る が ，ブ ラ ジ ル は経済発展の 程度が こ

れ らの 国々 に近い こ と や食料消費に おい て も穀類が 多

く，食肉や乳卵が少ない とい う特徴があ り，欧米よ り

ア ジ ア に 近い と い う結果を示し たもの と考えられ る．

こ の ク ラ ス ターと，日本と韓国の ク ラ ス タ ーが融合 し

た ．先 に融合 した東ア ジ ア と南 ア ジア の ク ラ ス ター
が

ま と まり，欧米 と は 別 に ，ア ジ ア が 一つ の ク ラ ス ター

を生成 した．

　わ が国 は先進国 であ り経済発展の程度か らする と欧

米諸国に近く，また
， 食生活は洋風化が進行 して い る

に もかか わ らず，い まだ に 米を主食 と して い て ，依然

と して ア ジア の 中 に 位置づ けられ ， 韓国と最 も近 い 関

係を示す結果が得られた．こ れ は，わ が 国 と 韓国 は 地

理的 に 近 く，文化的 に も共通性 が 高 く，
わ が 国の 食文

化 の 起源 は 朝鮮 半島 に あ る と され る こ と
U’．
や ， 共 に ア

ジ ア
・
モ ン ス

ー
ン 地帯にあり稲作農業を基 本に して お

り，米を主食に する な ど食生 活 に お け る共通点も多い

こ と か ら， 食料消費パ ターン が最 も近い 関係に あ る と

い う結果が得 られた の で あろ う．しか し，注目すべ き

点 は ，表 1 に 示す よ うに t わ が 国 と韓国の 非 類似度 は

0．6748で ， 欧米の 地理的 ， 文化的 に 近 い 関係 に あ る

国 々 の それ と比 べ る とか な り大 きな 値を示 し，融合し

た 順番 も11番 目 と 遅 い こ と で あ る．

　先に行 っ た 回帰分析で ，わ が 国の み な らず韓国と台

湾の 東ア ジ ア 3 国の 食料消費が 他 の 国々 の それとは 異

な っ て い る 可能性が 示 され ，同様 に，ク ラ ス タ
ー

分析

で も日本 と韓国が は じめ に融合し て い た．日本と韓国

の 食料消費 パ ター
ン は，世界の 中 で は最も接近 した も

の で は あ る が ，ヨ
ーロ ッ パ や 北米 の 地理 的，文化的 に

近 い 国 々 の 食料消費パ ターン の 類似性の 高さ に 比 べ る

と，日本 と韓国の 類似性はあま り高 い とは い えない と

い う こ とが 明 ら か に な っ た．わが国と韓国 の 食生活 に

は米の E食をは じめ とす る類似点 も多 くみ ら れ る が
，

それぞれの 国独自の 食文化や経済発展 の 程度 の 違い な

どに よ り，両 国 の 相違点 も大 きい もの と思 わ れ る ．

　4 ．要 　 約

　先進国の 中で，わが国の 食料消費は，総熱量が少な

く，で ん ぷ ん 質食品の 比率が高い 食品構成で ある とい

う特徴 をもつ ，わ が 国 の 食料消費 の 特徴 が
， 独 自の も

の か ，あ る い は 近隣の東ア ジ ア地域 に 共通 して み ら れ

る特徴かを明ら か に す る ため に，回帰分析 とク ラ ス タ

ー
分析 を用 い て 国際比較を行 っ た．

　分析の結果，以 下 の こ とが明らか に な っ た．

　国民所得を独立変数，で ん ぷ ん 質率を従属変数 とし

て 回帰分析 を行 っ た 結果 ，
わ が 国 だ けで な く韓国 と台

湾を含めた東ア ジア 3国の 食料消費は他の 国々 とは別

の特徴を示した．

　また，各国 の 食品構成 に 関 して ク ラ ス タ ー分析 を行

っ た結果 ， 地理的，文化的 に近い 国 々 が互 い に融合 し

ク ラ ス ターを生 成 し て お り，わ が 国 が 最初 に融合し た

国は韓国 で あ っ た，国際比較の うえで は，わが 国の 食

料消費パ タ
ー

ン は韓国の それ に最も近い もの で あ る が ，

同時に，その 類似性はあ まり高くない とい うこ とも明

らか に な っ た．

　以 上の こ とか ら ，
わ が国近隣の 東ア ジ ア 地域 の 食料

消費 は，国際的 に み て 他 の 国 々 と は異な る 共通 した特

徴 を も っ て い る が ，そ れ と と も に ，わ が 国 は 独 自の 食

料消費パ タ ーン を もつ もの と結論づ け る こ とが で きよ

う．

　なお，本研究の
一
部は   日本家政学会第 46回大会

（1994年〉に お い て発表した．
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